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授業科目と学科教育目標との関連 
学科の学習教育目標 専門家の良識に基づく建築生産に対する倫理観の育成 

建築生産における管理プロセスの基礎的理解能力の育成  

細目（科目グループ） 建築的行為と倫理並びに建築生産システムを理解する 

授業の目標  建築生産プロセスの総合的な関連性及び建築生産におけるマネジメント技術の基礎的知識について取り上げ

る。また、我が国の建築生産の現状と問題点を把握し、健全な建築生産を再構築するための建築倫理等につ

いて理解を深める。 

週 授業内容 学習・教育目標 評価方法 

１ 

 

授業デザインの説明と建築

生産の現状 

授業の意義・目的や到達目標・評価方法並びに我が国の建築生産の

変遷と建設市場の特徴について理解できる。 

２ 

 

建築生産システムの概論 

 

建築生産のプロセスと仕組み、特に、その主体と役割・業務内容に

ついて理解できる。 

３ 

 

建築生産システムの各論 建築生産プロセスにおける川上の企画、実施の設計・入札・施工、

川下の維持保全の各段階の業務について理解できる。 

４ 

 

建築マネジメント技術の手

法 

時代の要請に対応した建築マネジメント技術の体系と具体的な手

法、CM・PM・FM等について理解できる。 

５ 

 

多様な入札契約方式 

 

時代の要請に対応した総合評価・デザインビルド・VE・CM・PFI・ESCO

等、新たな調達方式について理解できる。 

６ 

 

建物のライフサイクルと維

持保全 

建築のフローとストック及び建物の維持保全の体系について理解で

きる。 

７ 中間テスト １～６週までの建築生産システム等の問題について出題 

・到達目標を提示する。⇒

問題形式で100問を示す。

・中間テストで10問を選択

し出題する。必ず各週での

授業内容を出題する。 

・毎週、講義カードを配布

し、関心事項と理解度とを

把握する。次週に必ず質問

事項等を解説する。 

・課題認識能力を評価する

ため私的意見の文章化を要

求し評価する。 

・合格基準は50％以上 

８ 

 

建築生産の今日的課題 

 

時代の要請に対応した建築生産における地球環境問題、国際化、Ｉ

Ｔ化社会等の動きについて理解できる。 

９ 

 

建築専門家の業務の現状 建築家・構造技術者・設備技術者等の建築に関わる職能の法的根拠

と実態並びに最近の動向について理解できる。 

10 

 

建築生産に関わる法と制度 建築生産に関わるPL法、住宅品確法、公共工事品確法、ＩＳＯ等の

動きについて理解できる。 

11 

 

建築工事のクレーム・事故

等の対応 

工事の欠陥問題等に対する対応と現行の法制度との関係について理

解できる。 

12 

 

建築倫理に関わる諸問題 構造設計偽装問題等、最近のトラブル事例について建築生産システ

ムの視点から共に考える。 

13 

 

建築実務と建築倫理 建築専門家に求められる倫理について建築士法、建築基準法、民法

等、法令の視点から共に考える。 

14 

 

これからの建築倫理の展望 地球環境対策、談合、ダンピング等、建設業界が抱える問題につい

て理解し、よい建築とは何かを共に考える。 

15 期末テスト ８～１４週までの建築倫理等の問題について出題 

・期末テストで100問中、

10問を選択し出題する。必

ず各週（8～14 週）での授

業内容を出題する。 

・毎週、講義カードを配布

し、関心事項と理解度とを

把握する。次週に必ず質問

事項等を解説する。 

・課題認識能力を評価する

ために私的意見の文章化を

要求し、評価する。 

・合格基準は50％以上 

・総合評価は、中間テスト

と期末テストの平均値が、

６０％以上を合格とする。

16 

 

支援テスト 

 

不合格者が２０％を超えた場合に実施する。中間テストと期末テストの不合格者を対象に、どちら

かのテストを受けることができる。どちらかのテストと支援テストの平均値が６０％以上の場合を

合格とする。 

 


